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オーガナイザー： 長崎大学 研究推進戦略本部 主任URA   王 鴻香 
 

司        会： 長崎大学 研究国際部 コーディネーター   河合 孝尚 
インストラクター： 長崎大学 研究推進戦略本部 URA                上釜 奈緒子 

講  師 ：  東京大学TLO  天神 雄策 



セッション要旨 

対 象 ： 初級（着任直後から3年程度）のURA  
 
 
内 容 ： URAが研究支援活動を行う上で、知っておくべき研究連携・ 
        外部資金導入に関する契約の基礎知識を俯瞰的に解説 
 
 
狙 い ： 契約の基礎から始めて、URAとしての契約（契約担当者）に 
                    対するスタンスを考えるとともに、ＵＲＡの研究支援業務に 
                    関係する様々な契約を俯瞰的に学ぶ。 
 
        これらの基礎知識を広く理解することを通して、研究連携・ 
          外部資金導入等のURAの研究支援業務がより効率的・円滑に 
        行われることが期待される。 
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本日の流れ 

【導入】  「URAの業務と契約」 (10分)  
       上釜 奈緒子 
              長崎大学 研究推進戦略本部 URA 
 
【講義】 「契約の基礎知識」 （70分） 
       天神 雄策 
          株式会社 東京大学TLO 取締役 
 
【質疑】 10分         
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講師紹介 

株式会社東京大学TLO 取締役 

１９８８年 九州大学法学部卒。 
民間企業にて、法務、知的財産、産学技術移転に従事。 
 
２００５年４月 東京大学ＴＬＯ入社。ライセンスアソシエ
イトとして技術移転業務を行うとともに、年間４００件を
超える東京大学のライセンス契約、オプション契約、 
ＭＴＡ、共同出願契約等を担当。 
 
２００７年より、大学技術移転協議会主催 ライセンスア
ソシエイト研修 契約交渉Ⅰ～Ⅲ 講師。 
 
２０１４年ＲＴＴＰ登録。 

天神 雄策 
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業務項目 業 務 内 容 契 約 
研究戦略支援 １．政府情報等の調査分析 

２．研究力の調査分析     
３．研究戦略策定 

 
２．→ 秘密保持契約 
             （他機関との連携がある場合） 

プレ・アワード １．研究プロジェクト企画・立案支援 
２．外部資金情報収集 
３．研究プロジェクト企画のための    
  内部折衝活動       
４．研究プロジェクト企画のための   
  対外折衝・調整   
５．申請書作成支援 

 
 
３．４．→ 秘密保持契約 
 
４．５．→ 共同・受託研究契約 
 

ポスト・アワード １．研究プロジェクト遂行のための   
  対外折衝・調整    
２．プロジェクトのための進捗管理 
３．プロジェクトのための予算管理  
４．プロジェクトの評価対応関連業務     
５．報告書作成業務 

１．→ 秘密保持契約、知的財産取扱い 
             に関する契約、コンソーシアム 
             契約 等 
１．２．３．４．５．（全項目） 
  → 共同・受託研究契約、 
             業務委託契約 

関連専門業務 １．教育プロジェクト支援業務 
２．国際連携支援業務 
３．産学連携支援業務  
４．知財関連業務 
５．研究機関としての発信力強化・推進 
６．研究広報関連業務       
７．イベント開催関連業務              
８．安全管理関連業務     
９．倫理・コンプライアンス関連業務  

２．→ 連携協定（MOU） 
 
３．４．６．７．８．９  
  → 共同・受託研究契約、秘密保持 
      契約、業務委託契約 等 
３．４． 
  → 共同出願契約、権利譲渡契約、 
      ライセンス契約、技術指導契約、 
      MTA 等 

URAの業務内容と、関連する契約 赤字：新規作成 
青字：内容確認 
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事例その１  H29年度 AMED-CREST 応募支援 

＜回答にあたって、確認した資料＞ 

1. 公募に関するQ&A 
 

Ｐ４ ２．④研究ユニットの編成について 
 
Q．複数の研究機関が、１つのグループに入っても 
問題ありませんか。必ず研究機関ごとにグループを 
分ける必要がありますか。 
 
A．同じ研究開発実施項目を複数の組織（研究室、部局、
研究機関等）で取り組む必要があれば、これらが１つの
グループに入っても構いません。  
 

ただし、個別に経費執行する必要がある場合は、AMED 
との委託研究開発契約を締結する代表機関と代表機
関からの再委託となる分担機関としてグループを分ける
必要があります。 詳細は、採択後にご相談ください。 
 

２. 公募説明会資料 

AMED 革新的先端研究開発支援事業 H29年度公募説明会資料より抜粋 AMED 革新的先端研究開発支援事業 Q&A (H29.5.11版)より抜粋 

本学教員より 

プレアワード業務でも、契約の基本的な仕組みを知っておくことは極めて重要です。 
 

（採択後の事業計画・契約形態をイメージしながら提案書を作成する必要があります） 

研究ユニットの編成について、相談したい 
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第一三共株式会社 創薬研究シーズプログラムTaNeDS ウェブサイト公開資料より抜粋 

企業より 
産学連携と外部資金獲得の 
両面を持つものとして紹介 

一次選考：書類審査 
 
応募者、応募主、双方が 
不利益を被らないように、 
研究の核となる「秘密情報」 
は記載しない 

二次選考：書類審査 
 
「秘密保持契約」を結んで、 
双方の利益を保証した上で、 
共同研究の可能性を検討する 

プレアワード業務でも、契約の基本的な仕組みを知っておくことは極めて重要です。 
 

（採択後の事業計画・契約形態をイメージしながら提案書を作成する必要があります） 

事例その２ - １   オープンイノベーションの公募事業 

共同研究を募集します！ 
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第一三共株式会社 創薬研究シーズプログラムTaNeDS ウェブサイト公開資料より抜粋 

企業より 
産学連携と外部資金獲得の 
両面を持つものとして紹介 

ポストアワード業務では、契約は避けて通れません。 
 

（契約の締結、期間延長に伴う再契約、報告書や知財の取扱に関する取り決め etc…） 

事例その２-２  オープンイノベーションの公募事業 

共同研究しましょう！ 

下記の内容は、契約書で取り決められている 進捗によって、新規・再契約が必要となる 
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